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はじめに 1

本研究の背景
現在，EBPMの推進に向けて様々な取り組みがなされている．一方，
いくつか課題も挙げられており，その中にデータの更新頻度が低い
ということがある．

本研究の目的
既存のデータから最新のデータを予測する手法を提案する
上記の手法の結果を用いて後述のシステムを改善する
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はじめに 2

先行研究

図 1: 先行研究
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進捗報告 1

RF6.4で求めたい多変量多項式

f(q,x;Θ) = c0 +

J∑
j=1

cjmj ,

c0 =

R∑
r=1

v0rσr, cj =

R∑
r=1

vjrσr

σr = σ

(
K1∑
k=1

Lk∑
l=1

vrklqkl

)
, mj = exp

(
K2∑
k=1

wjk lnxk

)
(1)

q :入力変数（質的），x :入力変数（量的），
Θ : {v0,vj,vr,wj}
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進捗報告 2

学習問題の定式化

f(x; θ) = w0 +
J∑

j=1

wjmj , mj = exp

(
K∑

k=1

wjk lnxk

)
(2)

E(x; θ) =
1

2

N∑
µ=1

(f(xµ; θ)− yµ)
2 (3)

N :サンプル数
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進捗報告 3

学習アルゴリズム
BPQ法（Back Propagation based on Quasi-Newton）
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進捗報告 4
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進捗報告 5
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進捗報告 6
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進捗報告 7

最適中間ユニット数 J の決定
このモデルの場合，最適中間ユニット数 J と多変数多項式の項数は
同じになるので，BPQ法での学習は事前に J を指定し，
J = 1, 2, 3, · · · と変化させながら行う．最適なモデルの選択（項数
の選択）は各 J の値において以下の BIC（ベイズ情報量基準）を算
出し，その値が最も小さいものを選択する．
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進捗報告 8

やること
1 コードのデバッグ
2 数値実験
3 卒論時システムと合わせる
4 本論執筆
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